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諮  問  書 
 
「ごみは社会を映す鏡」と言われますが、国が循環型社会の形成を目指し「循環 

型社会形成推進基本法」を制定してから 10 年が経過し、さらなる廃棄物の発生抑

制や再使用・再利用などが社会的に求められております。 
 
北広島市の恵まれた自然環境を保全し、次の世代に継承していくためにも、環境 

への負荷をできるだけ軽減し、持続的発展が可能な循環型社会の形成を進めること 
がますます重要になっています。 

 
本市におけるごみ処理の特徴は、焼却炉をもたないことから、資源ごみ以外は最

終処分場に埋め立てる処理を行ってきております。このため、できるだけ埋立する

ごみを減量化し、最終処分場の延命化を図っていくことが常に課題となってきまし

た。平成 18 年度には一般廃棄物処理基本計画の見直しを行い、ごみ減量化を目的

として「家庭ごみの有料化」を実施するとともに、「生ごみ」を中間処理しバイオ

ガス化を実施することなど、最終処分場の延命化を進めてきました。 
 
しかし、先の計画から 5 年が経過しており、引き続きごみの減量・リサイクル推

進による循環型社会の形成を目指すとともに、ごみ埋立を行っている第５期最終処

分場や、次期最終処分場の更なる延命化を図ることが必要になっております。 
 
このため、今後の最終処分場造成計画と一般廃棄物処理基本計画策定にあたり、

以下の事項についてご審議くださるよう諮問いたします。 
 

記 
 

「最終処分場の延命化に向けた取組について」 
 
 


